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高温耐性品種「にこまる」の育苗時の注意点 

)) ―ＴＡＣ information―  

高温障害の出にくい「にこまる」の栽培が増えています。同じ条件で栽培すると、

「にこまる」は「ヒノヒカリ」よりも、粒が大きく、収量も同等以上になる品種です。

「にこまる」の特性として発芽直後の幼苗が伸びやすいという性質があります。その

ため「ヒノヒカリ」に比べて、早く育苗器から出して緑化を行うことが重要です。 

 水稲では秋播きの緑肥「ヘアリーベッチ」を田植

えの３週間前にすき込み、基肥の代わりに利用する

技術が増えてきています。３月頃から旺盛に生育

し、順調な場合は１０ａ当たり６～８ｋｇの窒素量

となり、化学肥料を使わない水稲栽培が可能になり

ます。オクラでも、ヘアリーベッチを基肥の代わり

に利用した栽培を試験しています（京おくら出荷部

会、向島４月 17 日撮影） 
 

にこまる ヒノヒカリ 

にこまる ヒノヒカリ 

このくらい伸びた

ら「にこまる」は

育苗器から出し緑

化を行います。(写

真長崎県より抜

粋） 

芽長2.5cmで被覆をはが

し、硬化させます。こ

の写真は伸ばしすぎ，

徒長してしまう。(写真

長崎県より抜粋） 



 

ネギ　アザミウマ

ウララドライフロアブル（2000～4000倍、前日～21日前、１～３回）、コルト顆
粒水和剤（3000～4000倍、前日～14日前、２～３回）、トランスフォームフロア
ブル（1000～2000倍、前日～7日前、２～３回）、モベントフロアブル（500～
2000倍、前日～14日、２～３回）、サフオイル乳剤（300～500倍、前日）、サン
クリスタル乳剤（300倍、前日）

パレード20フロアブル(2000～4000倍、前日、３回）、アフェットフロアブル
（2000倍、前日、３回）、メジャーフロアブル（2000倍、３日、３回）、ファンタジス
タ顆粒水和剤（2000～3000倍、３日、３回）、トップジンM水和剤（1000～1500
倍、３日、２回）

ベネビアＯＤ（2000倍、前日、３回）、ディアナＳＣ（2500～5000倍、前日、２
回）、ウララドライフロアブル（1000～2000倍、前日、３回）、パダンSG水溶剤
（1500倍、前日、２回）、プレオフロアブル（1000倍、３日前、４回）、スタークル
顆粒水溶剤（2000倍、３日前、２回）

収穫間近に使える農薬（登録内容を確認して散布する）

野菜など　アブラムシ
類

キャベツ　菌核病


